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中国のポスト文化大革命期における朝鮮語規範化の問題
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"Great Cultural Revolution" China
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はじめに
　本稿の課題は、中華人民共和国（以下、中
国）における朝鮮語「規範化」問題とそれによ
る朝鮮語使用の問題について考察することであ
る。とくに、文化大革命（以下、文革）が終わ
り、工970年代末にはじまる改革開放期の朝鮮
語「規範化」問題を中心に検討する。
　中国朝鮮族社会においての朝鮮語「規範化」
問題は、中国建国から続いてきた問題であった。
その「規範化」の最大問題は漢語に囲まれた状
況の下で朝鮮語への漢語浸入問題をどのように
解決するのか、であった。それは建国から反右
派闘争期、文革期、改革開放期など紆余曲折の
時代とともに変化してきた。とくに、1958年
の「反右派闘争」期と66年からの文革期では、
漢族を含めた中国全民族と同様に、朝鮮族の民
族教育と民族語の使用は破壊と抑圧を余儀なく
された。朝鮮語の「漢語統合論」や「朝鮮語無1
用論」まで提唱された時代でもあった。
　筆者はこの二つの時代の朝鮮族社会における
「朝鮮語規範化」問題と民族語の使用問題につ
いてすでに考察1しているが、もう一一つ明らか
にしなければならないのは、文革終結後（改革
開放期）の「規範化」問題であると考えるe
　文革が終結されると民族語の復権が行い、新
たな時代を迎えるようになった。これは、少数
民族地区においての民族語や民族教育の新たな
出発を表明するものでもあった。しかし、改革
開放期においても朝鮮族の民族語問題は存在し
ていたのである。
　本稿に関わる先行研究について述べると、菅
野裕臣、大村益夫、植田晃次、宮島美花等の各
氏の研究があげられる2eそのうち、菅野、大
村、宮島各氏の論文は漢語借用語現象や朝鮮語
使用の問題について考察したものであるが、朝
鮮語「規範化」問題については概要的に過ぎな
い。植田氏の論文は「規範化文献」の分析を通
して、規範化制定者の「規範化」観について考
察したものである。しかし、朝鮮族の［規範
化」問題は中国共産党（以下、中共）中央政府
の少数民族政策と深く関連して進められたこと
を忘れてはならない。植田氏の研究では、中国
少数民族政策と結びつけて分析する視点が欠け
ている、と思われる。
　本稿では、これなどの成果の上に、文革が収
束して改革開放期を迎える時代においての朝鮮
語「規範化」問題とその使用問題について考察
したい。具体的には第1に、建国から文革期ま
での朝鮮語語彙の「規範化」過程と漢語借用問
題を検討し、第2に、改革開放期に新たに制定
された朝鮮語「規範化」について考察する。さ
らに、朝鮮族社会においての朝鮮語使用の問題
についても考える。
　なお、本稿では漢族と朝鮮族を区分するため
に、朝鮮族の人名表記にあたって朝鮮語の原音
に近いカタカナ表記を用い、　（括弧）内に漢宇
を示すという方法をとる、また、「規範化」さ
れたことばの引用にあたっては、漢語は（括
弧）内に日本の漢字を使用し、［括弧］内には日
本語訳をふれる方法をとる。
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1．文化大革命までの「朝鮮語規範化」
問題
　中国の建国から文革までの嘲鮮語規範化1
問題については、以下4つの時代に分けて考え
ることができる3。
　「規施化第1期」は、中国建国から整風運動
以前（1957年）までである。建国以前に朝鮮
人が使用していた朝鮮語は、1934年に作成さ
れた「ハングル綴り方統一案」にもとついてい
た。この「統一案」は、ソウル地方の朝鮮語を
標準語として普及しようとする言語学者によっ
て提唱された文字改革の文書であった。当時の
藷彙規範は、ムン・セヨン（文世榮）の『朝鮮
語辞典』4を基準とした。当時は中国国内の革
命戦争の時代であり、朝鮮語の言語体系を政
治・経済・文化の各面において整理することは
困難であった。そこで、朝鮮語語彙への漢語の
「侵入」はほとんどなかった。
　しかし、19S2年9月3日に「延辺朝鮮民族
自治区」fi（以下、延辺）が正式に設立される
と朝鮮語規範化の基準を変えようとする動きが
出始めた。延辺では、建国初期まで使用してい
た「ハングル綴り方統一案」による「ソウル標
準語」をやめて平壌（ピョンヤン）のことばを
標準語として使用しよう、という声が高まった。
1952年4月に延辺の初代主席ジュ・ドクへ
（朱徳海）は、　「我が民族の新聞・刊行物の言
語は、平壌を標準とすべきである。ただし、朝
鮮統一ののちには、ソウルのことばを標準とし
なければならない」と表明した6。そこで、延
辺では53年に出版社・薪聞社・放送局を中
心として建国以来最初に朝鮮語規範化問題を
扱った組織である「朝鮮語術語統一委員会」
が成立された。この委員会によって、それま
で各分野で統一されていなかったメディア用
語の名詞・術語が統一されるようになり、
1954年4月からは、朝鮮民主主義人民共和国
（以下、北朝鮮）の「平壌標準語」を基準とす
るようになった．
　54年12月には、中共中央の指示によって
「朝鮮語版毛沢東選集出版委員会」が設置さ
れた。この委員会による朝鮮語翻訳事業によ
って、『毛沢東選集』が次々と出版された7。
朝鮮語訳『毛沢東選集』の出版は、全国の朝
鮮語メディア用語を統一するきっかけにもな
ったが、朝鮮語を統一的な語彙により規範化
する作…業と平行して出版されたため、朝鮮語
語彙への漢語の「侵入」を防ぐことができなか
った。
　このような状況のなかで、延辺においても
「百家争鳴18の時代を迎えるようになづたの
である。朝鮮族の言語学考を含む知識人たちは、
朝鮮語メディア用語を統一する作業の過程で行
った漢語借用語の問題について「どこまで漢語
を借用するか」、　「純粋な民族語とはなにか」
という課題を真剣に考え始めるようになった。
この動きが始まったのは57年3月からの『延
辺日報』編集部主催で行なった「紙上での議
論」であった9。この「紙上討論」では、合計
19編の文章が発表された。主要な論点は、漢
語からの借用を排除し畏族言語を重要視する主
張と、朝鮮語規範化の方法及び原則に関する問
題であった。これは言い換えると、朝鮮語語彙
の漢語化に対する否定であった。
　「規範化第2期」　（1958～63年）は、少数
民族地区の社会主義改造が一段落し、　「地方畏
族主義」の批判が始まった時期であった。1957
年宋に「反右派闘争」が始まり、朝鮮語を重視
しようとする思想は「地方民族主義思想」、
「ブルジョア階級の言語的観点」として批判の
対象となった。そのため、57年3月からの
『延辺日報』紙上で主張された論理は、異端の
思想として徹底的に排斥されることになった。
58年3月の「第2次少数民族語文科学討論
会」の方針にしたがって、58年9月には延吉
で「延辺第1次語文工作会議」が開かれた。こ
の会議では、朝鮮語事業における「地方民族主
義」が批判され、民族の団結と社会主義建設と
を朝鮮語事業の目的とすることを定めた。その
結果として、59年4月に「朝鮮語規範化の原
則」10が制定された。これは、朝鮮語の語彙を
増やすために、漢語から新たなことばを音訳・
借用するためのルールであった。このような借
用は、当時は「各民族間の共通成分を増加させ
るため」であると主張された。
　このように、　「規範化第2期1の朝鮮語事業
においては、漢語からの借用を拒否する立場が
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朝鮮語規範化における「地方民族主義」として
批判された。そして、朝鮮語への漢語の借用を
奨励する「漢語統合論」が提唱され漢語借用を
積極的に導入することが奨励された。その政策
の結果として、朝鮮族の間では熱烈な漢語学習
運動が引き起こされ、積極的に漢語を習う傾向
が増した。そして中国における朝鮮語の地位は
低下してしまい、朝鮮語の漢語化が進んだ。延
辺大学では、49年の創立以来朝鮮語溺学内の
教授用語であったが、この時以降漢語が朝鮮語
に取って替わったのである。漢語学習運動は、
朝鮮族の小中学校にも広がり、民族教育は衰退
した。漢語が第一の教育言語に指定され、民族
学校は漢族の学校と統合させられた。しかし、
政局の変動とともに、1963年以降再び「民族
性」が肯定されるようになる。
　　f規範化第3期」　（1964～67年）は、朝鮮
語規範化における漢語からの借用を排し、既存
の「平壌標準語」を基準とするようになった時
期である。この時期は国務院総理・周恩来の指
示により「民族語」が再び肯定された時期でも
あった。63年6月28日に吉林省を視察した周
は公式席上で「朝鮮語には平壌・ソウル・延辺
の三つの標準があるが、わが国の朝鮮語は平壌
を標準としなければならない」と表明した。ま
た、一周は64年10月にも北京で北朝鮮の科学技
術協調委員会代表団を接見する際にも同様な趣
旨の発言を繰り返した11。これは、52年4月の
ジュ・ドクへ（朱徳海）の見解を再確認するも
のでもあった。周の訪問以後にも、64年には
朱徳（全国人民代表大会常務委員長＝国会議
長）と董必武（国家副主席）が延辺大学と延辺
の教育・文化施設を視察した。その影響から朝
鮮族の政治指導者たちは、民族政策の変化を感
じ取っていた。
　このような情況で延辺では63年8月に「延
辺民族語文歴史研究委員会」　（64年10月に
「延辺歴史言語研究所」に改称）が設立され、
漢語からの語彙の借用を拒否した新たな・名詞・
術語の作製が行なわれた。その結果、66年3
月に同会から『朝鮮語名詞・術語の規範化暫定
方案』と『第1次朝鮮語名詞・術語の規範意
見』12が出され、延辺民族事務委員会の名で各
政府機関、出版機関、研究所、学校、人民公社
など、朝鮮語を使用するすべての機関に配布さ
れた。これらは、朝鮮語の名詞・術語を朝鮮族
の民族化・大衆化・科学化の方向に沿って、既
存の「平壌標準語」に基づいて規範化した方案
であり、延辺自治政府から発布された最初の公
式的な「規範化」の文書であった。しかし、そ
れは短命に終わつてしまったe66年に文革が
始まったからである。
　　「規範化第4期」の文革期（1968～76年）
においての延辺では、文革派と反対派の問で武
力衝突が発生し、　「特務事件」　「地下国民党事
件」という大規模な冤罪事件が捏造された。そ
のため、多くの朝鮮族知識入が「外国（北朝
鮮）のスパイ」　「地方民族主義者」の汚名を着
せられ逮捕粛清された。この時期の朝鮮族にた
いする民族教育と言語政策は、朝鮮族にたいし
て「僑民思想」と「二つの祖国という観念」を
なくし、中国を唯一の祖国として認識させる政
策であった。その一環として民族教育は完全に
否定され、　「朝鮮語無用論」と「延辺朝鮮語の
標準化論」が主張された。そのため、朝鮮族の
民族語である朝鮮語には漢語から借用した語彙
が多くつくられ、朝鮮語表現の漢語化が進んだ。
　このような政局の中で既存の「延辺歴史言語
研究所Jは廃止され、69年3月17日に北京で
「朝鮮族言語問題毛沢東思想学習班」　（以下、
「学習班」）が結成された。　「学習班」には、
中国各分野の多くの朝鮮語研究者が参加した。
「学習班」の主要な目的は、毛沢東思想の学習
を通じて今後の朝鮮族の言語発展の方向性を解
決し、民族言語使用における具体的問題を共同
で研究することにあった13。
　「学習班」は、毛著作の朝鮮語版においては
朝鮮族にとって理解の困難な名詞・術語は漢語
から借用すべきであるという立場から、　「毛主
席著作の翻訳作業における名詞・術語を処理す
る基本原則」14を制定した。その要点は以下11
点に整理することができるe
（1）名詞・術語の場合
1）過去に朝鮮語において規範化され、意味
　が明瞭ですでに朝鮮族人民の身についた語
　彙はそのまま使用するe例えば、和平→
　遡糾［平和〕、栄光→Ode　‘W［栄光］など。
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2）過去に朝鮮賠において規範化されたが、
　その意味が分かりにくい語彙、または意味
　は明瞭であるが朝鮮族人昆が使用しない藷
　彙は．漢謡躇彙から借用して使用する。例
　えば、①音読揚合、：L入階級一レ晋q1翔骨［
　労働者階級］、城市→79　Al　［as市］など。②
　音借用の場合、班子→魁乙［グルプ］、批示
　一一｝yV，］　［指示］、批語一レ調σ1［評語］など。
（2）軍宴術繕の場合
ユ）軍事編制・軍職名称は漢語から音読する。
　例えば、連長｝←屯智［中隊長〕、指導員　レス1
　王皐1［指導員］など．
2）軍事武器の名称は音読・音借用・既存語
　・外来語を区別して漢語から借用する。例
　えば、①音読の場合、原子弾→鬼ス｝ELi［原
　子爆弾］、地雷一←スlyl［地雷］など。②音借
　用の揚合、厘子抱一卜術智［小型銃］など。
　③班存語の場合、手抱→遭尋［拳銃］、毒気
　一←等升ム［毒ガス］など。④外来語の場合、
　坦克→曽ヨ［タンク］N雷遠→舞叫［レーダ
　ー］など。
（3）工業用語は音読・音借用・銑存語・外来
語を区別して漢語から借用するe例えば、水
圧機一ひ亭曽フ1［水圧機］、荘稼→告糾暑［農作
物］、水泥→凋蛭豆〔セメント］など。
（4）外来藷は漢語の外来原語を借用する。た
だし、既存語はそのまま使用する．例えば、
吉普車一卜別三涛［ジープ］、法西斯→叫埜［フ
ァッショ］、電視→魍司司善［テレビ］など。
（5）党や国家機構・社会団体の名称に関する
語彙は、原則として漢語から借用する。例え
ば、国務院→号早望［国務院］、郵電部→亭冠
早［郵便電信局］、首相一｝奈甘［首相ユ、内閣→
川計［内閣］などe
（6）人名・地名・国名の揚合
1）漢族人名と中国国内の地名は漢語から音
　読するe例えば、孫中山→舎否紐［孫文］、
　上海→な司［上海］など。
2）外国人の人名・地名は原音を使用する。
　しかし、既存語は習慣用法を従う。例えば、
　①原音使用の揚合、列寧→司岨［レーニン］、
　阿爾巴尼亜→暫叫月叶［アルバニア］など。
　②習慣用法の場合、法国→暑モ姻［フラン
　ス］、徳国→暑望［ドイツ］など。
（7）外国の刊行物・通信社の名称は、漢語用
法に基づいて漢語から音読または音借用する。
例えば、①音読の場合、美聯祉→ロ1屯母［As－
sociated　Pressコ、　法新社→匙善・AJA｝［AFP］、　読
売新聞→暑可忍｛芒［読売新聞］など。②音借用
の場合、路透社→呈01　eλ｝［Reuters］、泰曙士
幸艮→eOfi　b　g［Times］、塔其斤黍土→叫：Eλ｝［TASS］
など。
（8）外国の貨幣単位は原音を使用する。例え
ば、美元→曽碍［ドル］、法朗→三骨［プラン］
など。
（9）度量衡の単位名称は既存の用法に従う。
例えば、公里→ヲ1皇司圖〔㎞］、公斤→ヲ1呈ユ
君［㎏］など。
「衷1」　「規範化」変化別の漢語借用語彙の比較表
漢　語　＼　時　期 第1期 第2期 第3期 第4期
城市［chengshi／都市ユ 三入1 層刈 三λ1 相入1
専政［zhua且zheng／著虫裁］ 薯ス湘 墨碧 昇スη 冠碧
墾断［1。ngduan／独占］ 号摺 尋“ 三ズ1「　口 筈な
専家［zhuanjia／専P弓家］ 赴暑フ｝ 墨叫，署スト 組早フT 冠井，薯絆
工資［9。ngEi／賃金］ 呈‘苔 晋スト 呈望 暑埼
提抜［tiba／抜擢］ 号甚 測雪 薯暑 刈唐
教学［jiaoxueノ授業をする］亭曽（ヱ桑） 」1糾 今r目（並亭） ヱ叫
備課［beike／授業準備｝ Eヰ巻司 日｝斗 皿牛モ釧 司叫
（注）　［］内は［筆者の中国語ピンイン／日本語訳］　（筆者作成）である。
（出所）北京大学朝鮮文化研究所編（中国朝鮮民族文化史大系1）　『言語史』北京、民族
出版4±、1997年。全学錫・南日成t方学哲・崔昌萢共著『中国朝鮮族言語文宇教育使用状
況研究』延吉、延辺大学出版社、2000年を基に筆者作成。　　　　　・
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（10）簡称は漢語簡称を音読する。例えば、
中共中央→奢吾手｛翫中共中央］、政協→智碧
［政協］など。
（11）漢語の古事成語・ことわざは原文を音
読する（例示、略）
　この規定は、朝鮮族の日常生活用語や専門用
語で、朝鮮語の表現が既にある用語をも漢語か
ら「音借用」、　「音読」させることを強いたも
のであり、　「規範化第2期」　（59年4月）の
「朝鮮語規範化の原則Jよりもっと広範に漢語
からの借用を要求していたものであった。
　以上のように、　「規範化第4期」の「朝鮮語
規範化」では、　「平壌標準化」をやめて、延辺
を基準とした「延辺朝鮮語」を作ろうEした。
これは、規範化の「第1期」と「第3期」と
は逆の方向であった。漢語から多くの借用語を
採用して、朝鮮語の漢語化を強引に進める結果
を招いた。
　漢語借用問題をより具体的に知るために、文
革収束までの各時期に「規範化」された代表的
な漢語借用語彙を選び比較してみると「表1」
の通りである。朝鮮語固有の語彙が漢語化され
朝鮮語に置き換えられていったことが「表1」
で推測することができる。
皿．改革開放期の朝鮮語規範化の問題
　文革時代の末期にあたる1975隼、中国国務
院は次の内容の指示を発した。それは、　「同一
の少数民族文字をつかう省と自治区は『協議小
組』を組織させるべきであり、朝鮮語文事業の
協議については、吉林・黒龍江・遼寧3省を吉
林省が責任をもって協議会を招集せよ」という
ものであった。この指示にもとついて、77年5
月12～17日の間に、吉林省長春市で、最初の
「東北3省の朝鮮語文事業協議会議」が開かれ
た15。同会議の内容は以下の通りであった1se
（1）毛主席の偉大なる旗幟を高くあげ、民族
団結を破壊する4入組を批判し、党の民族政
策を広く宣伝する。
（2）朝鮮族居住地区では朝鮮語文を広く学習
し、使用する。
①朝鮮語文の刊行物・図書の翻訳・出版・発
　行の事業を強化する。
②朝鮮族自治州の党機関・大衆団体・企業・
　看板・標語・商標などはすべて漢語と朝
　鮮語の文字を使用する。
③朝鮮族の幹部と大衆が参加する各種会議に
　は原則として漢語と朝鮮語を使用する。
④朝鮮族と関連する企業・事業団体、ボラン
　ティア団体は、朝鮮語が使用できる従業員
　を雇用する。
（3）朝鮮語規範化事業を計画的に研究する。
（4）朝鮮語文に古い言誘及び外国語をとりい
れる時には、中国の現実に合わせる。
（5）朝鮮語文の事業を行なう隊列の建設を強
化する。
（6）朝鮮語文事業の指導機構と事業機構を設
立する。
　また、会議では以上の他に「東北3省の朝鮮
語文事業協議小組」　（以下、　「協議小組」）の
事業規則、　「協議小組」　（協議機構）の名簿等
が発表されたe以下の人々が「協議小組」の構
成員であった17。
　　組長：蘭干亭（吉林省革命委員会副主任）
　　副組長：楊永平（黒龍江省出版局局長・省
少数民族語文事業指導小組副組長）、史長
安（遼寧省革命委員会副秘書長・省少数民族語
文事業指導小組組長）、リ・ヨンソン（李永
善：延辺委員会副書記・省少数民族語文事業指
導小組副組長）
　　小組成員1唐錫銘（黒龍江省牡丹江市委員
会副書記・省少数民族語文事業指導小組副組
長）、ユン・ウンスン伊磨淳：黒龍江省新聞
朝鮮文版主任）、チョ・チョルス（趙徹秀：遼
寧省教育局事務室主任）、ワン・ザミョン（王
子明：吉林省革命委員会事務室副主任・省朝鮮
語文指導小組組長）、リ・ヒイル（李義一：延
辺大学党委員会書記・革命委員会主任）
　「協議小組」は朝鮮語文事業の指導を行なう
ことになっていたが、主要ポストを占めていた
のは漢族であり、専門家＝朝鮮語学者はほとん
どいなかった。この会議は、朝鮮語の「標準発
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音法」、　「綴り方」、　「分かち書き」、　「文章
符号法j　（使用方法）も定めた！a。その内容は
『朝鮮譜規範集』として、同年11月に出版さ
れた。また、　「協議小組」は、同隼11月に非
定期内部刊行物である『朝鮮語文亦業通信』を
愈1刊した】9。
　78年11月25日～12月15日の間に、遼寧省
無順市で「協議小組」の第2次実務会議が開か
れた。この会議には、3省の幹部代表・労働者
代衰・農民代表等56名が参加した。12月5日
会議では、　「第1次朝鮮語の名詞・術語統一
案」を審議することを決定Lた2°。また、　「朝
鮮語規範」の基準を「平壌標準語」とすること
を再び表明した。
　この会議では次のような論点が主張されたe
第1に、朝鮮語の名詞・術語の規範化事業は、
「毛沢東思想の偉大なる旗幟」を高くあげ、言
語に関するマルクス主義の理論を道しるべとす
ること。第2に、朝鮮語の名詞・術語は、　「平
壌標準語」を基準とするというかつての周恩来
総理の指示にしたがって、言語の民族化と大衆
化、規範化を行なうこと。第3に、それによっ
て、祖国＝中国の祉会主義革命と社会主義建設
のために、またf4つの現代化」のために成果
をあげること。
　そこで、以下のように、4点から成る言語表
記の規貝擦が定められた21。
（1）既存語彙はそのまま使用することを原則
とする。例えば、il21（工人）一→豆暑叫［労
働者］、叫号（照工）→叫唱［罷業、ストラ
イキコ、ff｛1［規律］→唱周［法則］、府斉［
貯蓄コ→刈号［貯金］、望坦（演員）→明♀
［舞優］など。
（2）新たな名詞・衛語については以下のよう
に処理する。
①新たな名詞・術語は朝鮮語の単語造語法に
　したがう。例えば、傅家宝→司暑弔且蛸
　［代々伝わる宝］、現場会議→電周司潮［現
　地会議］、赤膵医生→竈雪潮朴［はだしの
　医者］など。
②できないのは漢語あるいは他言語から導入
　　する。例えば、整風→替暮［整風3、大常
　報→嬢ス｝皇［大字報］、快板→ヨト01雪［速い
　調子の伴奏］などe
｛3）難しい漢字と外来語はなるべく分かりや
すいことばに変えて使用することを原則とす
る。例えば、フ］H］（基肥）→望刻号［こ
え］，ol　°．v（移秩）→玉L瑚71［田植え］、告
司凋［スリッパ］→晋屯［ひきずり履物］など。
（4）人名・地名・国家名称などは原音に従う
ことを原則とする。
①外国の人名・地名・国家名称、薪聞などは
　原音をしたがうことを原則とする。例えば、
　E皿［東京］，ヤ身碍望と刃（紐約時報）
　［ニュ’一ヨークタイムズ］などである。し
　かし、習慣的に朝鮮語漢字音読法にしたが
　って前から使用していたものは、そのまま
　使用するe例えば、望薯［日本コ、智否
　　［藏族］など。
②国内（中国）の人名・地名と新開・雑誌・
　通信社の名称は伝統的習慣にしたがって
　朝鮮語漢字音読を使用する。例えば
　、里亙［魯迅］、11“Pt。［北京］、q1剋望旦
　　［入民日報］など。
③外国の党・政府・社会団体・軍事などの組
　織機構と職務名称は朝鮮語習慣に合わせ
　る。例えば、王奄量暑曽　誉曽♀1亀封
　斜廻看［朝鮮労働党中央委員会総書記］、
　ロ1号号早を紐（美国国務卿）　［米国国務長
　官］など。
④国内（中国）の党・政府・軍事などの組織
　機構と職務名称は朝鮮語漢宇音読に処理
　するeしかし、できないものは漢語音その
　まま使用する。例えば、号早鬼垂号碧（国
　務院弁公庁）　［国務院事務室］、暑を（団
　長）　［連隊長］、洲智（排長）　［小隊長］
　など。
　以上の4つの原則のうち、第1点は、同じ意
味であれば漢語語彙を排除し、既存の朝鮮語語
彙を使おうとする規則である。第2点は、漢語
の新しい語彙をそのまま用いずに、すでにある
朝鮮語を巧みに組合せ、新たな事物を表わす名
詞・街語を造語する規則である。この造語法に
合わない揚合は、漢語語彙をそのまま使おうと
した。第3点は、日本語・英語・ロシア語など
の外来語を、既存の朝鮮語の原音に近いことば
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に代替しようとする規則である。第4点は、そ
の原語が漢字でない場合には原音に従い、漢字
の場合には漢宇の朝鮮音読みに従おうとする規
則である。以上の4つの基本原則は、　「規範化
99　3期」の66年3月に制定された原則と大枠
においては変わりがなかった。
　なお「協議小組」の第2次実務会議では、総
数182の朝鮮語概存一般語彙を規範化する
　「第1次朝鮮語の名詞・術語統一案」が定めら
れた22。それは、例えば、a．7」（党綱）→なな
碧［党綱領］、曾暑（合同）→測聾［契約］、
王望（導演）→q壱［演出］、壱組（出院）→
耳組［退院コなどの語彙である。
　こうして定められた言語表記の原則に基づい
て、　「協議小組」の第3次、第4次実務会議が
開かれた。　「協議小組」の第3次実務会議は、
80年9．月8日～9日のあいだ黒龍江省密山市で
開かれた。　「第2次朝鮮語の名詞・術語統一
案」を審議・採択することが会議の主要目的で
あった。この会議では、同年1月2日～12日
のあいだに北京で開かれた「第3次全国民族語
文科学討論会」の議論内容が伝達された。これ
により同実務会議では、58年3月の会議で結
論された「地方民族主義」にたいする批判を不
合理な判断であったとした。これは、　「少数民
族の言語が漢語から借用するのを是とする」見
解の否定、　「朝鮮語文事業における『差異』
『分割』『純潔』を批判する」立揚の否定を意
味していたe
　この「協議小組」会議では、57年2月に・
『延辺日報』主催で開かれた「紙上討論」を批
判したことを反省して、　「第2次朝鮮語の名
詞・術語統一案」を討議・採択した。この統一
案では、総数300の一般語彙が規範化された盟。
伽』え存ま、　ブ｝7｝　（加強）　→7tiトヨ斗　［弓虫イヒ］　、　7『剋　（
居民）→千剋［住民］、斗薯（課本）→ヱゴ囚
刈［教科書］、碧君（成見）→起鵯君［先入観
コ、重λ｝（護士）→君五廻［看護婦］などの
語彙が規範された。
　81年ユ2年9日～13日の間に、吉林省延吉市
で「協議小組」のrg　4次実務会議が開かれ、
「第3次朝鮮語の名詞・術語統一案1が採択さ
れた。この統一案では、総数133の一般語彙
を規範化した24。例えば、哩旦（面包）→磐［
パンコ、杢｝斗（上謝→牛唱［授業］囚刈
　（試題）→入1唱暑刈［試験問題］、呈唱（毛病
）→を昊［弱点］、卦社（車問）→勾智［職場
］などの語彙が規範された。この会議では、
　「朝鮮語自然科学技術用語の規範化原則」と
　「第1次朝鮮語自然科学技術用語統一案」も発
表された25。
　以上のように、改革開放政策が始まった78
年末から81年までの間に開かれた会議におい
て、　「協議小組jは、57年整風運動期や文革
10年間のあいだに採られた朝鮮語規範化方針
　（漢語からの借用を是とする方向）を大きく軌
道修正した。しかし、　「協議小組」はかならず
しも一貫した方針を堅持していたわけではなか
った。　「協議小組」は、82年からは漢語翻訳
の統一案を取り上げたが、その内容は朝鮮語の
規範化を後退させようとするものになった。
　　「協議小組」は、82年8月31日に第5次実
務会議を開いて「第1次の漢語語彙翻訳統一
案」を採択した26。この会議では、漢語の朝鮮
語への翻訳に正当な根拠が与えられた。会議は、
漢語語彙の翻訳統一案を規定しながら、次のよ
うに述べた。　「わが国（中国）では、朝鮮語の
薪しい言葉はすべてが漢語からきている。政
治・経済・文化から商品名まで、新しい朝鮮語
は漢語からの影響を受けてきたeそこで、朝鮮
語の漢語からの借用は、依然として朝鮮語規範
化において重要である。また、朝鮮語で出版さ
れる文章あるいは書物のなかでも漢語が大きな
比重をしめているので、朝鮮語を発展させるた
めにも、漢語からの規範化には、大きな意義が
あるJ27。
　この会議では、総数159の漢語が朝鮮語に
規範化された2S。例えば、批轄→01智［書類を
回覧審査する］、附加工資→フ｝音里望［付加賃
金］、海報→看ヱ［広告］、黒市場→曽λ】を［
やみ市場］等であるe
　83年8月31日に、「協議小組」は第6次実
務会議を開き、　「第2次の漢語語彙翻訳統一
案」が採択された。この会議では、総数189
の漢語が朝鮮語に規範化された29。例えば
、浮動工資→井遇呈et］［浮動賃金］、転帳支票
→遇ヌ1遡丑［振替え小切手］、課間休息→「昌社
専剤［授業の間の休憩］、冒尖戸→早弁立［優
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越な農家］等である。
　「協議小組」は、85年1月には、これらの
朝鮮籍統一案で規範化した語彙を塞にして77
年に出版した『朝鮮羅規範集』を再編して出版
した。
　以上のように、改革開放時期になっても、延
辺地区では朝鮮語の漢語からの借用はっついた。
漢語藷彙翻駅統一案で規定された語彙は、翻訳
文中のみならず様kな朝鮮語文の文章の中で使
われている。それらの語彙はこの時期に統一さ
れたものであった。
　1977年から85年までは「協議小組」が朝鮮
藷規範化事業を推進してきたが、86年IZ　Aに
中国朝鮮語規範委員会（中国朝鮮語査定委員
会）が設立され、その事務を担当するようにな
r）た。同会は、中国民族事務委員会と「協議小
組」の指導下で、　「朝鮮語」を調査あるいは
「規範」の審議・制定する機構であった。その
メンバーは、主任のチェ・ユンガプ催允甲；
延辺大学）、副主任のアン・ウン（安雲；「協
議小組」の主任）、常務委員のチョン・バクソ
ク（全学錫；延辺言語研究所）、キム・ギジョ
ン（金瑛鍾；延辺言語研究所）、チェ・マンボ
ク（崔万福；延辺朝鮮語文事業委員会）など
26人で構成された3°。これらの人々は、おもに
延辺大学、朝鮮語研究所などの朝鮮語研究者、
または朝鮮語新聞・出版社などの出版関係の責
任者であった。
　中国規範委員会は、1997年まで10回の査
定会議を開き、　「朝鮮語名詞・術語の規範」と
共に、　「zキ暑畠暫（「朝鮮標準語」）の処理
細則」3E、　「方言語彙査定細則」、　「朝鮮語自
然科学技術用語の規範化原則」、　「漢語語彙の
朝鮮語表記法」、　「外来語・外国語表記法」、
「地名表記細則」などを審議・制定した32。ま
た同会は、これらの原則のもとに、89年に
『朝鮮語語彙規範集』を出版しx96年1月に
は85年の『朝鮮語規範集』と89年の『朝鮮語
語彙規範集』を修正して『朝鮮語規範集（修正
補充版）』を出した。この『規範集』は、現在
までも朝鮮語を使用するすべての政府機関、学
校、企業、社会団体などが守るべき手本となっ
ている。
　さらに87年9月には、「延辺朝鮮語規範委
員会j　（延辺朝鮮語査定委員会）が設立された
33B延辺朝鮮語規範委員会の主要な活動目的は、
朝鮮語規範化計画案を審査し、朝鮮語の名詞・
術語を統一することにあった。そのメンバーは、
顧問のキム・ドンキ（延辺大学）、チェ・ユン
ガプ（崔允甲）、主任のキム・ギチョン（金瑛
鍾）、副主任のチェ・マンボク（崔万福）、チ
ョン・バクソク（全学錫）　等22人34であった。
そのメンバーの多くが中国朝鮮語規範委員会の
メンバーであった。
　延辺朝鮮語規範委員会は、90年7月まで8
回の実務会議を開いた35。これらの会議では、
「朝鮮族の言語生活が直面している漢語語彙を
朝鮮語にどう取り入れるべきか」について研究
した。漢語からの借用があまりも根深いという
のが共通認識であった。例えば、延辺言語研究
所のキム・ドクモは次のように指摘していた。
すなわち、88年1月発行の朝鮮語新聞『黒龍
江新開』、『遼寧新聞』、『延辺日報』、同年
の朝鮮語雑誌『君vlフ1［鴎］』、『Si．g｝－xl〔桔
梗］』、『mun　〈1［天地］』の各第1号に載ってい
た漢語からの借用語彙は53語であったという
3fiBすなわち、改革開放期においても「規範
化」は進められたが完全に漢語から抜け出すこ
とはできなかったのである。
おわりに
　本稿では、文革終結後の朝鮮族社会における
朝鮮語の規範化問題とその使用問題について考
察した。その要点を整理すると、以下のように
なる。
　中国建国から朝鮮族社会における朝鮮語使用
は、日本植民地時代や国民政府統治時代よりも
広がりをもっていた。しかし、中共中央の民族
語政策には矛盾が存在し、朝鮮族知識人のあい
だには「朝鮮語よりも漢語が優れている」とい
う思想があった。それが朝鮮語の普及を阻んで
いた。その傾向は「規範化第4期」の文革期に
おいてより強化された。
　文革終結後、朝鮮語語彙の規範化事業は、東
北3省の「協議小組」によって始められた。
「協議小組」のメンバーはほとんどhS漢族幹部
や非朝鮮語専門家であったために、　「朝鮮語の
漢語からの影響」という’問題には肯定的であっ
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た。　脇議小組」は、　「朝鮮語の名詞・術語統
一案」の制定と共に、　「漢語語彙翻訳統一案」
も採択した。そこでは、　嘲鮮語の漢語からの
借用は、依然として朝鮮語規範化において重要
である」ことが確認された。
　86年から「中国朝鮮語規範委員会」と「延
辺朝鮮語規範委員会」が設立され、朝鮮族の言
語生活のなかの漢語語彙を朝鮮語にどう取り入
れるべきかについて研究するようになったが、
大きな変化は見られず、未だに「民族語（朝鮮
語）の危機感」がひろがり深刻化している。
　　「朝鮮語規範化」は中国建国初期から「規範
化第2期」と文革期の「第4期」を除けば、基
本的に「平壌標準語」を基準とし、その上「中
国の言語環境」を加味するという方法で進めら
れた。しかし、「規範化の原則」にも拘らず
「朝鮮語規範化」にはそれを違反した漢語借用
語を多く導入したのが事実である。また、　「規
範化」されたとしても、実際の朝鮮語使用の場
においては、　q砲（演員）［俳優］、魍甘（汰
箱）［冷蔵庫］、嘔ム（電視）［テレビ］、司斗
（備課）［授業準備］、醤雪（上班）［出勤］、
舜豊（下瑳）［退勤］、甘斗（上課）［授業］など、
漢語借用語が多く使用されているeさらに、漢
語からの借用語は、朝鮮語の新開・雑誌や学校
教科書においても現われている。
　今現在、朝鮮族社会においては教育機関・研
究所などで朝鮮語標準を「ソウル標準」とする
動きもあり、今後どのように「規範化」が進め
られるのか注目されるe
工　「反右派闘争」期については拙稿「中国朝鮮族の
　　『朝鮮語純化運動』と漢語」（r一橋論叢』第123
　　巻3号、2000年）【以下、権寧俊2000論文と訳1
　　を参照。文革期については拙稿「文化大革命期に
　　おける延辺朝鮮族自治州の民族教育と言語問題」
　　（『アジア経済』第43巻7号、2002年）【以下、権
　寧俊2002論文と訳】を参照されたい。
2　菅野裕臣「中国の朝鮮族とその言語」（f朝鮮研究J
　第219号、1982年）、大村益夫「中国の朝鮮族とそ
　の言語状況」（早稲田大学語学教育研究所編刊
　　「ILT　NEWS』第81号、1987年）。宮島美花「延
　辺の朝鮮語を体験して一延辺の言語・生活・社
　会」（「語研フt’一ラム』8、早稲田大学語学教育
　　研究所、1998年〉。植田晃次「中国の朝鮮語規範
　　化文献に見る規範制定者の『規範語」観」（「国際
　　開発研究フオーラム」6、名古屋大学大学院国際
　　開発研究科、1996年）。
3　「規範化」の第1期～第3期までの歴史的経緯に
　　ついては、権寧俊2000論文と拙稿「中国朝鮮族の
　　r百家争鳴』運動と朝鮮語の言論出版の統制」（『愛
　　知大学国際問題研究所紀要』第126号、愛知大学
　　国際問題研究所、2005年）を参照。「規範化」第
　　4期については、権寧俊20G2論文を参照されたい。
4　ムン・セヨン（文世榮）はソウルにある学校教員
　　であり、朝鮮語学会「朝鮮語辞典編纂会」の一人
　　として1932年からリ・ユンゼ（李允宰）、ハン・
　　ジン（韓澄）の支持のもとで、朝鮮総督府が発刊
　　した『朝鮮語辞典」を参考にして、36年10月に『朝
　　鮮語辞典』を編纂したeこのr朝鮮語辞典1は19
　　38年に朝鮮語辞典刊行会によって刊行された「ハ
　　ングルと統一綴字法案」の表記で作られた最初の
　　r朝鮮語辞典』である。ハングル学会編rハング
　　ル学会50年史」、ハングル学会、1971年、262頁。
5　「延辺朝鮮民族自治区」は1955年12月に「延辺朝
　　鮮族自治州jに改称された。
6　全学錫・南日成・方学哲・崔昌萢共著『中国朝鮮
　　族言語文字教育使用状況研究」延吉、延辺大学出
　　版杜、2000年、185頁e北京大学朝鮮文化研究所
　　編（中国朝鮮民族文化史大系1）r言語史」北京、
　　民族出版社、1997年、195頁も参照。
7　同上『言語史』、209頁。
8　「百家争鳴」は「百花斉放、百家争鳴」の略語。
　　これは、1956年に中国共産党がスターリン批判や
　　ハンガリー事件などの国際的な諸事件の影響から
　　唱えた自由化政策のスローガンである。中共中央
　　は文学芸術活動と科学研究活動において独立思考
　の自由をもち、言論の自由を持つべきことを提唱
　　した。
9　これは『延辺日報」編集部の主催で延辺大学・延
　辺教育出版社・延辺放送局・中国作家協会延辺分
　会などの責任者や朝鮮語研究者などが集まって開
　かれたものであった。「紙上討論」を始めるにあ
　ったて、　『延辺日報」編集部は「民族言語の十分
　な使用あるいはその純潔化と発展は、その民族の
　政治・経済・文化の発展に重大な役割をはたす」
　　（「延辺日報j、1957年3月1日〉と述べ、「紙上
　討論」の重要性を強調した。それを呼応して「規
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　　範化は賠彙規範化を中心にすべき」、「糊鮮譜純潔
　　化をまもるべき」「漢語の借用は民族語の純潔性
　　を破壊するもの」などの激見が出された。
10　この「朝鮮諮規範化の原貝1月は音借用（漢語音を
　　そのまま借用する）、音読（漢語の漢字をそのま
　　ま朝鮮路音読として借用する）、音訳（対応する
　　朝鮮譲i悟藁に翻駅する）の三つの領域で行なわれ
　　た。前掲『君語史」、236～254頁参照。
1ユ　『外交通信」、1963年10月号。周恩来は1962年6
　　月22日には延辺大学を訪問した。
12　この「草案」は韓鮮語の名調・術藷を「使用すべ
　　きでない表現」と「統一すべき表現」に分けて、
　　既存の朝鮮需にもとついて規範化したものであっ
　　た。前掲『言紐史1、298～3ユ7頁参照。
13　同上、323～324頁。
14　この「毛主席著作の翻訳作業における名詞・術語
　　を処理する基本原則」の全文は、同上、324～335
　　頁を参照されたい。
15　前掲「中国朝鮮族言語文字教育使用状況研究』、
　　184～IS「o頁。
16　前掲r言語史』、358－363頁。
17　同上、356－357頁。
18　この全文は、同上、383～397頁を参照されたい。
19　f朝鮮語文事業通信』は、1982年まで総9号を出
　　して廃刊された。同上、469頁。
20　前掲r中国朝鮮族言語文字教育使用状況研究』、
　　209頁。
21　前掲r言語史」、403　一一4eg頁。來北3省朝鮮語文
　　事業協議小組弁公室編『朝鮮語規範集」延吉、延
　　辺人民出版社、工987年も参照。
22　この規程は、1973年に北朝鮮で発刊された『朝鮮
　　文化語辞典』を多く参照したものであった。同上、
　　409－｝410頁0
23　同上、409－－41e頁。
24　この規程は、1981年に北朝鮮で発刊されたr現代
　　朝鮮語辞典』を多く参照したものであった。同上、
　　412～413頁。
25　この「統一案」では、数学、物理、化学、生物，
　　農業、医学、工業、地質など各分野から199の学
　　術用語を規範化した。例えば、舎唱丑（乗法表）
　　一・干〒・丑［九九表］、胡暑（海豚〉→暑ヱ司［イル
　　カL旦！99（苗床）一呈屯［苗代］、日1匙｝ス｝
　　（扉子粉〉一・曽司曾｛あせもの薬］、閣萢（零件）
　　→早弁署［付属品］、聾至剋（気油）→・翻豊昇［ガ
????????
3ユ
32
33
????????
ソリン〕sヲ｝暑i起（高嶺土）→工一Lese屋［カオリン］
など。
同上、414／－一　421頁。
同上、428～429頁。
同上、426頁。
同上、426～427頁。
同上、428～429頁。
メンバーの常務委貝は1990年2月の第6次会議で
再構成されたメンバーが含まれている。同上、380
～381頁を参照。
「叫吾畠牡（「朝鮮標準語」）の処理細則」は、
韓国と北朝鮮の言語政策で「規範化」された言葉
を、以前「協議小組」が審議・制定した「朝鮮語
名詞・術語の規範化原則」の基に修正あるいはそ
のまま受け入れる方案である。
これらの具体的な方案については、中国朝鮮語規
範委貝会・東北3省の朝鮮語文事業協議小組弁公
室編『朝鮮語規範集（修正補充版）』、延辺入民出
版社、1996年を参照されたい。
前掲『中国朝鮮族言語文字教育使用状況研究』、
208頁。
前掲『言語史』、450頁。
同上、457～459頁。
例えば、を三過糾（長途電話）［遠距離電話］、フ｝看
（加強）［強める］、磐司（双語）［二重言語］、
立朴（豪士）［才能が人並み優iれた人］、尋召鵯（種
植業）［栽培業］、　社暑（刊物）［刊行物］など。
キム・ドクモ（延辺言語研究所）「朝鮮語使用に
出ている漢語の影響について」（二重言語学会誌
第7号『申国での韓国語教育瑚ソウル、二重言
語学会、1990年）。
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